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2013年10月2日 生協ひろしま・東日本大震災支援 広島「お好み焼き隊」 

本場の広島お好み焼きを焼きます。 

「世界一心のこもったお好み焼きを 

提供したい」と参加された西村さん（右）。 

生協ひろしま・東日本大震災支援 広島「お好み焼き隊」 

生協ひろしまは、東日本大震災発生直後から支援募金や物的・人的支援を継続しています。2012
年から行なわれている、広島の名物「お好み焼き」を仮設住宅の皆さんに食べていただく「お好み

焼き隊」の活動は大変好評で、今年は歌でも交流したいとの思いから、生協ひろしま虹のコーラス

も参加しました。 

 

●今年も被災者へ、本場の広島のお好み焼きを 

ボランティアは昨年同様 3 グループに分かれ、9 月 28 日から 29 日は岩手県（陸前高田市米崎町

佐野仮設団地・大船渡いわて生協まつり）、10 月 1 日から 10 月 2 日 は宮城県（石巻市三反走・多

賀城市多賀城公園・亘理
わたり

町中央工業団地・仙台市川内みなし仮設住宅の各仮設住宅）、10 月 4 日か

ら 5 日は福島県（松川第二仮設住宅・富岡町緑ヶ丘応急仮設住宅）の日程で活動を行ないました。 

各グループは、生協ひろしまの職員 3 人、公募で選ばれた組合員 1 人、「生協ひろしま虹のコー

ラス」のメンバー2 人の合計 6 人です。移動は新幹線ですが、鉄板など機材を積んだトラックは、

一足先に 9 月 26 日の早朝に広島を出発、埼玉で一泊してから 27 日に岩手入りしてグループと合流

しました。 

なお、広島の調味料メーカー大手・オタフクソース株式会社は、昨年に引き続いて「お好み焼き

隊」の趣旨に賛同し、鉄板の貸し出し、ソースや生地の素、削り粉、青海苔や天かすの提供のほか

焼き方のレクチャーもしてくださいました。キャベツ、もやし、豚肉、卵などその他の材料は各地

の生協の店舗で購入しました。 

 

●「お好み焼きって、こんなにおいしかった？」 

記者がお邪魔したのは宮城県亘理郡亘理町中央工業団地の仮設住宅。みやぎ生協の「ふれあい喫

茶」の一環として行なわれていました。あいにくの雨で住民の皆さんは外に出られず、焼いている

スタッフとはあまり話ができませんでしたが、手際のよさに感心していました。 

 広島のお好み焼きは、クレープのように薄

く焼いた生地の上に削り粉をまぶし、たっぷ

りのキャベツ、天かす、もやし、豚肉の順に

重ねてひっくり返し蒸し焼きにします。その

間に焼きそばを中火で温めてソースで味付け

し、お肉に火が通ったら、焼きそばの上にお

好み焼きをのせます。最後に半熟に焼いた卵

の上にお好み焼きをのせ、再度ひっくり返し

て完成です。 

 焼きたてを「お好み焼き隊」のメンバーと

みやぎ生協の理事、ボランティアスタッフが

手際よくパック詰めし、割り箸を添えて出来

上がり。蒸したキャベツとオタフクソースの

甘み、みやぎ生協の産直「めぐみ野」の卵や

豚肉の旨みがたっぷりで、本当においしいお

好み焼きでした。 

実は、公募で参加された生協ひろしまの組合員の西村豊さんは、広島県安芸郡熊野町でお好み焼

き屋を営んでいる方でした。西村さんは、「日本一おいしいお好み焼きを作る自信はありませんが、 
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2013年10月2日 生協ひろしま・東日本大震災支援 広島「お好み焼き隊」 

「心のこもったお好み焼きを食べ、とてもおいしかったです」 

「生協ひろしま虹のコーラス」の皆さんと一緒に合唱。 

 

世界一心のこもったお好み焼きを作る自信はあります」と今回のツアーに応募しました。 

 プロの腕前と、言葉どおりの心がこもったお好み焼きは、本当においしく笑顔が広がりました。 

西村さんは、「2 日間焼かせてもらいまし

たが、反応がダイレクトで、焼いていて楽

しかったです。私自身、楽しませてもらい

ました」と話していました。 

生協ひろしま総合企画部組合員活動グル

ープ担当課長の岡 由香利さんは、「仮設住

宅の皆さんから、私たちも元気をいただき

ました。スケジュールはハードでしたが、

疲れませんでしたね」と話します。 

 全日程で焼かれたお好み焼きは 477 枚。

半分に切って配られたので、約 1,000 食を

被災した地域の方々が楽しんだことになり

ます。 

 みやぎ生協のボランティア担当（亘理町担当）であるメンバー（組合員）の須田三子さんは、「本

当に楽しくて、おいしいイベントでいた。これだけ優しい人たちがいる日本は、まだまだ大丈夫だと

思います」と笑顔で話していました。 

 

●食後のコーラスも好評 

今回、「ふれあい喫茶」に初めて参加されたという方は、「いつも生協で買い物をしているので、

助かっています。また（ふれあい喫茶には）来てみたいです」と話していました。 

 お好み焼きを堪能した後は、簡単な手遊

びに続いて「生協ひろしま虹のコーラス」

による皆さんとの合唱でした。 

 「故郷（ふるさと）」や「四季の歌」のほ

か、岩手県・宮城県・福島県の出身の歌手

やスポーツ選手、俳優や映画監督などが中

心になって作られた「花は咲く」などをみ

んなで歌いました。 

岡課長は、「仮設住宅から皆さんが笑顔で

出て行かれるまで、支援を続けたいです」

と話していました。 


